
言葉を科学する：人間の再発見 

Day 5  ちょっとだけ feedback 
 
専門用語としての head「主要部」の意味・定義に注意して！ 

漠然と「大切な要素」と素朴理論で理解すると失敗することがあります。どの分野でも「日常的な意味」

とは異なる意味で使われる用語がたくさんあるので注意。たとえば、力学に出てくる「仕事」など。 

その点で、次のコメントは素晴らしいものです。 

・主要部のイントネーションが弱いと聞いた時、最初は大切な部分がどうして弱いのだろうと不思議に

思ったが、考えてみれば主要部は「そのものが何であるか」を示すだけで、かつ良く知っている名詞が

多いので弱くても分かるし、修飾部がその複合語の理解・区別に重要な役割を果たしているなと感じた。 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
・Q：アクセントやイントネーションが地域によって異なるのは、アクセントやイントネーションといっ

たものが、コミュニケーションにとってそれほど重要な役割を担っていないということなのだろうか？

同じ地方出身者どうしでさえ、イントネーションの違いが度々起こるのはなぜだろう。イントネーショ

ンが会話やコミュニケーションで持つ役割とは何なのだろうか？ 
＊A：とても良い質問です。アクセントやイントネーションによって表そうとする意味内容が完全に別の

ものになる場合もあります。「橋」と「箸」など。一方で、指しているものが大きく変わるわけではない

場合もありますね。それにもかかわらず、自分と異なるアクセントやイントネーションによる発話を聴

くと（意味はすぐに分かったとしても）何か違和感を覚える場合が少なくないとすれば、それはなぜで

しょうか？同じ言語コミュニティーの中でさえ人によって微妙な違いがあり、意味の理解には全く問題

ないとしても、それがちょっとした違和感につながることもありますね。 

 
・Q：英語では、talking boy の他に、boy talking with me のように（どちらも boy が主要部）、修飾語

が前に来る場合と後ろに来る場合があるようです。日本語は主要部末端型ですが、英語はどのように区

別されるのでしょうか。 
・主要部末端型と主要部先端型が混在した言語は存在するのでしょうか。 
・英語の複合語は主要部末端で日本語と同じですが、句になると後置修飾の形を取るので、主要部末端

とはいえない。日本語は句になった場合でも主要部が末端なので、ここが英語との違いだと思う。 
＊A：すばらしいポイントです。日本語は複合語でも、句でも、一貫して主要部末端型と考えられていま

す。一方、英語の場合、複合語は日本語同様主要部末端が原則ですが、句になると事情が変わってきま

す。[talking boy]は boy の一種なので主要部末端ですが、[boy talking with me]も boy の一種なので

主要部先端となっています。 

 
・Q：人間の言語がある面では厳密で、ある面では柔軟であるとあったが、他の言語でもそうなのか気に

なった。 
＊A：よい質問です。どの人間言語も有限の素材で無限の表現を生む仕組みを備えているという点で、た

いへん柔軟で創造的なシステムです。一方、どの言語もその話し手が、その時その時好き勝手な語順で

話しているわけではなく（もし、そうであれば相手に伝わる確率がぐっと下がってしまうでしょう）、一
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定の規則・パターンに常にしたがっていると考えられます。その意味で、どの言語もある面ではとても

厳密です。 

 
・Q：僕は関西人ですが、東京の人と話す時は標準語になり、関西の人と話す時は関西弁になります。多

くの人はイントネーションを使い分けることができるのですか。 
＊A：興味深いポイントですね。現在の日本では、いわゆる「共通語」とは異なるイントネーションを持

つ地域の人であっても、NHKのアナウンサーが言っていることはほぼ全て理解できるという点で、「バイ

リンガル」といえるでしょう。（その逆は必ずしもなりたたない。つまり「共通語」が母語の話者は、そ

れ以外のタイプの日本語の発話を必ずしも全て理解できるわけではない）。一方、自分が発話する場合に

は、比較的自由に自分の地方の母語と共通語のイントネーションを使い分けることができる人もいる一

方で、それがあまりできない人もいるようです。その原因が何であるかは、あまりよく分かっていない

と思います（外国語の学習（特に発音面）が比較的得意な人とそうでない人とに違いとも共通している

かも）。興味深い問題です。 

 
・Q：複合語になる際に後方の語に濁点がつくことがありますが、これにルールがあるのでしょうか。 
「しろくま」「ほっきょくぐま」「くつした」「てぶくろ」など、変わるものと変わらないものとがあるよ

うですが。 
＊A：とてもよい点に気がつきましたね。このように複合語の第二要素の最初の音が濁音（言語学では「有

声音」という）に変化するという現象は、「連濁（sequential voicing）」と呼ばれており、全体をひと

まとまりの単語らしくする方法のひとつと考えられています。有声音に変わるも場合と変わらない場合

とにどのようなパターン・ルールがあるのかは、古くからたくさんの研究の蓄積がありますので、是非

調べてみて。 

 
・Q：Class Work で句にしたときのイントネーションは、単独でのイントネーションと同じという話が

あったが、その前に「面白いのは＿＿＿です」というのも、文のなかに入れる時にイントネーションが

変わらないということを前提としているのではないでしょうか？ 
＊A：すばらしいポイントです！実際に 1つの単語を本当に単独で発音する場合、訓練を受けた専門家で

なければ、なかなか一定した発音をするのが難しい場合が少なくないようです（自分の言語能力を客体

化することの難しさ）。上記の枠は、ひとつの単語が現れる位置を具体的に明記して（つまり、条件を一

定にして）、その単語の単独の発音を固定するという方法ですが、指摘してくれた通りの前提に基づいて

います。（おそらくこの前提自体は正しいのではないかと考えられますが）本当に厳密にいうと、「面白

いのは_海外_です」の海外と、「面白いのは_海外旅行_です」の「海外」とのイントネーションの同異を

比較しているというのが、もっとも正確な言い方ですね。見事なコメントです。 

 
・Q：自分はフランス語を履修しているが、形容詞の種類によって、主要部の前につく場合と後につく場

合があるので、これは主要部位置パラメータの仮説に反するのではないかと思った。 
＊A：すばらしい観察力です。とても重要なポイントです。宿題でもやったように、日本語の複合語にも、

主要部末端規則に従わないものがたくさんあります。このような事例を前にした時に、「主要部位置パラ

メータ仮説」をどのように考えたらよいか、授業で少し考えてみましょう。 
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